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大
震
災
と
パ
ン 

  

私
の
ゼ
ミ
に
、
パ
ン
が
大
好
き
な
女
子
学
生
が
い
た
。
彼
女
は
広
島
出

身
だ
が
、
神
戸
の
パ
ン
に
魅
了
さ
れ
、
神
戸
大
学
に
入
学
し
た
。
在
学
中

は
パ
ン
屋
の
ア
ル
バ
イ
ト
で
学
費
を
稼
ぎ
、
卒
業
後
は
製
パ
ン
会
社
に
就

職
し
た
。 

 

卒
業
研
究
の
テ
ー
マ
も
、
神
戸
の
パ
ン
で
あ
る
。
明
治
二
年
、
外
国
人

居
留
地
に
開
業
し
た
二
軒
の
パ
ン
屋
に
始
ま
る
神
戸
の
パ
ン
産
業
の
歴

史
を
調
べ
あ
げ
、
何
人
も
の
名
だ
た
る
パ
ン
職
人
や
大
手
製
パ
ン
会
社
の

営
業
マ
ン
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
た
。
京
阪
神
の
約
五
百
人
の
大
学
生
に

ア
ン
ケ
ー
ト
も
実
施
し
た
。 

 

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
一
九
九
五
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
ま
で
、
大
手
製

パ
ン
会
社
に
と
っ
て
神
戸
は
「
難
攻
不
落
の
城
」
だ
っ
た
と
い
う
。
地
元

職
人
に
よ
る
個
性
的
な
手
作
り
パ
ン
が
市
民
生
活
に
深
く
浸
透
し
、
大
量

生
産
の
パ
ン
が
入
り
込
む
の
は
極
め
て
難
し
か
っ
た
。
震
災
の
支
援
物
資

と
し
て
大
量
生
産
の
パ
ン
が
入
り
、
そ
の
後
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
・
ス
ト

ア
で
の
パ
ン
販
売
が
そ
れ
を
定
着
さ
せ
た
。
も
ち
ろ
ん
製
パ
ン
会
社
の
震

災
支
援
に
は
、
感
謝
の
言
葉
も
な
い
。
し
か
し
神
戸
の
独
特
の
パ
ン
文
化

は
震
災
前
の
水
準
に
ま
で
復
旧
し
な
い
ま
ま
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。 

 

し
か
し
、
ど
っ
こ
い
捨
て
た
も
の
で
は
な
い
。
若
い
大
学
生
、
特
に
男

子
学
生
の
「
舌
」
に
神
戸
の
パ
ン
文
化
は
生
き
続
け
て
い
た
。
神
戸
に
居

住
・
在
学
す
る
学
生
は
、
他
地
域
の
そ
れ
に
比
べ
、
地
元
の
パ
ン
専
門
店

の
利
用
率
、
パ
ン
に
使
う
金
額
、
味
へ
の
こ
だ
わ
り
、
パ
ン
に
つ
い
て
の 

    

知
識
や
会
話
の
頻
度
が
圧
倒
的
に
高
い
の
で
あ
る
。
女
性
は
他
地
域
で
も

そ
れ
な
り
に
パ
ン
へ
の
関
心
が
高
い
。
し
か
し
神
戸
の
際
立
っ
た
特
徴
は
、

若
い
男
性
も
パ
ン
を
愛
し
、
こ
だ
わ
り
を
も
っ
て
い
る
点
に
あ
る
。
神
戸

の
パ
ン
文
化
は
、
大
震
災
を
経
て
も
神
戸
人
の
味
覚
に
生
き
残
っ
て
い
た
。 

 

良
質
の
地
場
産
業
は
長
い
歴
史
を
通
し
て
住
民
の
身
体
や
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
、
嗜
好
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
も
個
性
化
し
、
発
達
さ
せ
て

い
く
の
だ
ろ
う
。 


